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ボーリ ング柱状図

調 査 名  平 成 2 3 年 度  ク リ － ン セ ン タ － 建 設 地 地 質 ・ 土 壌 調 査 業 務 委 託

事 業 ・ 工 事 名   

ボ ー リ ン グ 名 H 2 3 . B o r N o . 6 調 査 位 置 岡 山 県  津 山 市  領 家 　 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 津 山 市 圏 域 資 源 循 環 施 設 組 合 調査期間 平 成  2 4 年  1 月  1 7 日  ～  2 4 年  1 月  1 8 日

調 査 業 者 名
河 井 建 設 工 業  株 式 会 社

電話 ( 0 8 6 8 - 2 6 - 3 7 8 7 )
管理技師者 前 原 　 利 光

現 場
代 理 人

前 原 　 利 光
コ ア
鑑 定 者

前 原 　 利 光
ボーリング
責 任 者

稲 塚 　 満 穂

孔 口 標 高 161.29m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 東 邦 地 下 工 業 D O - D

エ ン ジ ン ヤ ン マ － N F E 8 K ポ ン プ オ リ ン ピ ア G 3 6 0 A総 掘 進 長   6.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

標

高

(m)

160.69

159.59
159.29

156.29
155.99

155.29

深

度

(m)

0.60

1.70
2.00

5.00
5.30

6.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

上部に草木の根混入。 含水やや多く 粘性は

強い。

礫混じ り
シル ト質
粘土

褐

千枚岩のチッ プ状の細かい礫を 多く 混入。

含水やや多く 粘性は強い。

礫混じ り
シル ト質
粘土

暗

灰

粘土質砂礫状に強風化。 φ10mm前後の角礫

多い。 礫間は粘土化し 弱い粘性有す。強風化岩 淡緑灰 E
V～

Ⅶ
d ε 4

葉理が発達し 剥離し やすい。

亀裂に沿っ て チッ プ状に細片化が進行する 。

岩片自体は比較的脆く ハン マ ーで軽く 砕け
る 。 所々、 石英脈が入り 硬質と な る 。

風

化

千

枚

岩

暗

灰
D IV c

γ

～

δ

2

～

3

礫状～岩片状で亀裂面は褐色変質する 。 岩

片自体は比較的硬質。黒色片岩 黒灰 D
III～

Ⅳ
b γ 2

10～30cmの短柱状コ ア で、 コ ア 表面は滑ら

か。 GL-5. 40m付近に石英脈入る 。 亀裂面の

変質はな く 、 ハン マ ーで叩く と 軽い金属音。
黒色片岩

黒

灰

C

～

B

II a β 1

コア採取率
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     cm 
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

調 査 名  平 成 2 3 年 度  ク リ － ン セ ン タ － 建 設 地 地 質 ・ 土 壌 調 査 業 務 委 託

事 業 ・ 工 事 名   

ボ ー リ ン グ 名 H 2 3 . B o r N o . 7 調 査 位 置 岡 山 県  津 山 市  領 家 　 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 津 山 市 圏 域 資 源 循 環 施 設 組 合 調査期間 平 成  2 4 年  1 月  1 6 日  ～  2 4 年  1 月  1 8 日

調 査 業 者 名
河 井 建 設 工 業  株 式 会 社

電話 ( 0 8 6 8 - 2 6 - 3 7 8 7 )
管理技師者 前 原 　 利 光

現 場
代 理 人

前 原 　 利 光
コ ア
鑑 定 者

前 原 　 利 光
ボーリング
責 任 者

力 石 　 英 三

孔 口 標 高 173.87m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 Y S O - 1 H E

エ ン ジ ン ヤ ン マ － N F D - 1 0 ポ ン プ B P - 4 0総 掘 進 長   6.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

標

高

(m)

173.27

172.87

171.57

169.52

168.87

167.87

深

度

(m)

0.60

1.00

2.30

4.35

5.00

6.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

表土化し 、 5～30mmの角礫が少量残る 。 含水

少な く 粘性は弱い。
礫混じ り
砂質粘土

褐

粘土質砂礫状に強風化。 φ10mm前後の未風

化礫を 多く 残留。 粘土化進行し 弱粘性有す。

含水少な い。
強風化岩 褐 E

V

～

Ⅶ

d ε 4

岩芯部ま で褐色変質。 コ ア は密着し て いる

がハン マ ーの先で軽く 崩れる 。 礫面に沿っ

て 黒色酸化し 、 礫片自体は脆い。

風化千枚
岩

褐 D V c δ

2

～

3

葉理に沿っ て 黒色酸化し 剥離し やすい。 GL

-3. 00～－3. 70m間は岩芯部ま で褐色変質が

進行。 GL-2. 60～－3. 00m付近に石英脈入る 。

全体にハン マ ーで叩く 容易に砕け る 。

風

化

千

枚

岩

褐 D IV c

γ

～

δ

2

～

3

石英主体の片岩で石英部は非常に硬質。 亀

裂が異方向に発達する が、 密着し て いる 。

所々、 亀裂に沿っ て 褐色変質し 風化粘土鉱

物が付着。 ハン マーで叩く と 亀裂に沿っ て

礫状～岩片状に砕け る 。

石

英

片

岩

灰

褐
C III b γ 2

10～40cm前後の短柱状コ ア 。 コ ア 表面はや

や粗面と な り 、 亀裂に沿っ て 褐色変質。 岩
片自体は硬質でハン マ ーで叩く と 軽い金属

音。

石
英
片
岩

白灰～
緑灰

B II a

α

～

β

1

～
2

コア採取率

    ( % ) 

最大コア長

     cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

    [ % ] 
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボーリ ング柱状図

調 査 名  平 成 2 3 年 度  ク リ － ン セ ン タ － 建 設 地 地 質 ・ 土 壌 調 査 業 務 委 託

事 業 ・ 工 事 名   

ボ ー リ ン グ 名 H 2 3 . B o r N o . 8 調 査 位 置 岡 山 県  津 山 市  領 家 　 地 内 北 緯

東 経発 注 機 関 津 山 市 圏 域 資 源 循 環 施 設 組 合 調査期間 平 成  2 4 年  1 月  1 1 日  ～  2 4 年  1 月  1 4 日

調 査 業 者 名
河 井 建 設 工 業  株 式 会 社

電話 ( 0 8 6 8 - 2 6 - 3 7 8 7 )
管理技師者 前 原 　 利 光

現 場
代 理 人

前 原 　 利 光
コ ア
鑑 定 者

前 原 　 利 光
ボーリング
責 任 者

力 石 　 英 三

孔 口 標 高 189.78m
角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 上

下
0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90ﾟ 

水平0ﾟ 
鉛
直

0ﾟ 

使
用
機
種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 Y S O - 1 H E

エ ン ジ ン ヤ ン マ － N F D - 1 0 ポ ン プ B P - 4 0総 掘 進 長  15.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

標

高

(m)

184.78

180.78

178.28

174.78

深

度

(m)

5.00

9.00

11.50

15.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

完全に粘土化が進行し、砂質粘土状を
呈す。
岩組織は識別可能で、所々、未風化礫
を残留する。
残留礫は腐り礫状で脆い。
含水量は少なく、指でこね返すとサラ
サラしているが、水に触れると脆弱化
する。

強

風

化

流

紋

岩

淡

黄

褐～

暗

褐

E VII d ε 4

亀裂が多く発達し、礫状～岩片状コア
となる。
亀裂に沿って細片化し細礫状となり、
粘土～砂状の風化鉱物が付着。
岩片自体は非常に脆い。
亀裂に沿って黒色酸化する。

風

化

流

紋

岩

灰

褐
D IV c

δ～

γ

3

10cm以下の岩片～短柱状コアとなる。
亀裂やヘアークラックが発達やや多い。
亀裂に沿って黒色～褐色変質し、コア
表面はやや粗面を呈す。
岩片自体は比較的硬質で、ハンマーで
叩くと濁音を発する。

流

紋

岩

淡

灰

褐

D

～

C

III

c

～

b

γ 2

15cm以下の短柱状コアとなる。
コア表面は比較的滑らかである。
亀裂やヘアークラックに沿って褐色変
質し亀裂面には風化粘土鉱物が付着。
ハンマーで叩くと軽い金属音を発する。

流

紋

岩

淡

灰

褐～

淡

青

灰

C

～

B

II b β 2
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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ボ ー リ ン グ 柱 状 図
調　 査　 名    平成20年度 クリーンセンター建設地地質調査業務委託

事業・工事名    

ＪΛＣＩＣ様式Ｇe２０１

ボーリング№
シート№ 

ボ ーリング名 No.35 調査位置 岡山県津山市領家 地内  北 緯  

発 注 機 関 調査期間  東 経  平成20年11月26日～平成20年11月30日津山市土地開発公社

調 査 業 者 名 アイ谷口地質コンサル株式会社
0868-57-3528

主 任
技 術 者

現 　 場
代 理 人

コ 　 ア
鑑 定 者

ボーリン
グ責任者

孔 口 標 高 角

度

方

向

地
盤
勾
配

使
用
機
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含水量の少ない粘土で
上部は木根を多く混入
している。
砂は細砂を主とし、全
体に粘性の少ない粘土
を多く混入している。
含水量は少ない。

風化変質しており､コア
は礫状～片状で採取さ
れる。
部分的に粘土化してお
り、岩片は指圧で壊れ
る。
風化変質しており､コア
は片状～短柱状で採取
される。
割れ目は多く、不規則
に介在しており、割れ
目暗は褐色に変色して
いるが、下部に従って
徐々に風化は弱くな
る。

新鮮な岩で、コアは柱
状で採取される。コア
の表面は滑らかで、岩
片は固く、ハンマーで
叩くと軽い金属音を発
し、強めに叩くと割れ
る。割れ目の多くが褐
色を呈す。部分的に石
英脈を挟む。

新鮮な岩で、柱状で採
取される。
新鮮な岩で、コアは柱
状で採取される。コア
の表面は滑らかで、岩
片は固く、ハンマーで
叩くと軽い金属音を発
し、強めに叩くと割れ
る。割れ目は褐色を呈
す所もある。部分的に
石英脈を挟む。

新鮮な岩で、柱状で採
取される。部分的に石
英脈を挟む。

新鮮な岩で、コアは柱
状で採取される。コア
の表面は滑らかで、岩
片は固く、ハンマーで
叩くと軽い金属音を発
し、強めに叩くと割れ
る。割れ目は汚染され
ていない。
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 178.61 0.30  0.30 暗褐表土

 178.01 0.60  0.90 黄褐粘土質砂

 176.61 1.40  2.30 暗褐強風化緑色片岩

 174.81 1.80  4.10 緑灰風化緑色片岩

 168.41 6.40 10.50 緑灰緑色片岩

 167.61 0.80 11.30 黒灰黒色片岩

 164.41 3.20 14.50 緑灰緑色片岩

 163.01 1.40 15.90 黒灰黒色片岩

 160.91 2.10 18.00 緑灰緑色片岩
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